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��� 与えられた式
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において，r � k�
h�
とおき，時刻 tj��での項を左辺，時刻 tjでの項を右辺に持ってきて整理すると次

のようになる。
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これを行列形式で書くと次のようになる。�
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��� 陽的差分法の項で導入した行列 Aを使うと，式 ���の左辺の行列は ���� c�A
 ��� c�I と書ける。

また，右辺の行列は cA
 ��� c�Iと書ける。したがって，式 ���は次のように書き直せる。
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��� 式 ���を uj��について解くと次のようになる。
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よって
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となる。したがって，C の固有値を �l（ l � �� �� � � � �M � �）とすると，�lは Aの固有値 �l の式を

用いて次のように求められる。
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��� �lの式は次のように変形できる。
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のとき，右辺の第 �項は cについての減少関数だから，（ lを固定して考えた場合に）

c � 
のとき最大値，c � �

�
のとき最小値を取る。

そこで，元の式 ���に c � 
を代入すると，
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で，これは明らかに 
以上 �以下である。一方，元の式に c � �
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を代入すると，
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となり，分母の絶対値が分子の絶対値より大きいから，これの絶対値は �以下，すなわち値は ��から �の

間にある。

以上より，
 � c � �

�
を満たす任意の cに対し，�lは ���� ��の範囲に含まれる。したがって，すべての l

に対して j�lj � �が成り立つから，この解法は無条件安定である。
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石川達也君のレポートを参照。
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